
歴史資料文書注目情報
「第１回文化勲章受賞者 佐佐木信綱氏関係の歴史資料文書」

昭和１２年、我が国の第１回文化勲章を受賞した、国文学者で歌人の佐佐木信綱氏（生年
１８７２～１９６３年）に関する文書がありますので、紹介します。

佐佐木氏から相川知事に届いた電報と書簡

【昭和１３年１１月２６日受】

昭和１３年、当時の相川勝六宮崎県知事は、美々津の伝説を長歌に詠んでもらうよう、信
綱氏に依頼しました。

写真資料は、長歌を詠むため来県を予定していましたが、急な発熱のため来県できなくな
った佐佐木氏から相川知事宛に届いた熊本からの電報と書簡の一部です。



「あくね」（鹿児島県阿久根市）で鶴を見て、指宿経由で宮崎に行こうと思っていたが、
急に発熱した。大学の先生から、２日間静養し１１月２９日に帰京するよう言われた。残念
だが、明２８日に帰京する、などと書かれています。

また、「うた」に必要であるとして、別紙に記した質問事項への返事や、美々津付近に関
する案内記や画集書のようなものも送ってほしいと依頼しています。

別紙質問事項

写真資料は、質問事項の一部ですが、

『簡単にてよろしく候まゝ行の余白に御記入
恐縮なから至急御返事ねかい申上候』

と、文頭に書かれています。

また、質問事項としては、

『一 みゝ津のみゝは古くはいかに書き候や
一 光の燈台のたちをる岩は三つと記憶い

たし候が三つに候や
一 その三つの岩には名はあり候や、なく

候や』

等、と見えます。



佐佐木信綱氏夫人の書簡

昭和１３年１２月３日付けで、夫人から、返事を催促する
書簡が、相川知事宛に届きました。

『 空の色もまた冬に候 度々呈書御わつらはし申上
相すます候へと病床にて御返事しきりに御待ち申
ゐ候まゝ前にさし上しかき つけに簡単に御かきいれ
速達にて御返し願上候 ・・・・ 』

等、書かれています。



決裁伺書（佐佐木氏への返事）

写真資料は、昭和１３年の県庁の決裁伺い書の一部です。
佐佐木氏の問い合わせに対する回答について伺っています。

『・・・・・美々津の伝説を長
歌に物し給はんが為め 御来縣之由承り待上居候処、遽か
に御帰京と承り失望仕候 適当の機会更に御来遊之
程御願申上候・・・・・』等と書かれています。



美々津の伝説に関する佐佐木信綱氏作の長歌

信綱氏が作詞した長歌に、「美美津の御船出」と「日向の御船出」の２つがあり、それぞ
れ作曲されています。

長歌「日向の御船出」を御紹介します。資料は、「佐佐木信綱記念館」に御提供いただい
たものです。

－ 引用先「『心の花』第４７巻第４号」（竹柏会 昭和 18年 4月発行） －
提供「佐佐木信綱記念館」







関連参考情報

伝承地美々津及び神武東行について、長歌を詠んでもらうという企画は、「日本文化中央
連盟」も北原白秋に依頼し、昭和１４年１０月「交声曲詩 海道東征」として完成しました。
昭和１５年、中央公論１月号に発表され、同年１１月２０日東京音楽学校で初演され、レ

コードにもなりました。
また、白秋は、昭和１６年３月、宮崎県の招きにより、家族などと共に宮崎県下を巡遊し

ています。


